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研究成果の概要（和文）：16-17 世紀イングランドにおいて、演劇がパブリック圏創出の場となり、人の意識およびイ
ングランド社会の近代化の一要因となった、そのメカニズムの検証を行った。複数の演劇作品および各種資料の分析を
通じて、民衆儀礼シャリヴァリなど示威行為や復讐の表象から、近代的個人の権利や正義の意識を検証した。近代初期
人が自律的に振る舞い、その自己認識の形成には、演劇という媒体の文化的要因があったという議論を、6本の論文に
おいて行った。最終的に、パブリックおよびパブリック圏の観点から、演劇の集団的受容経験を通じて、観客がコミュ
ニケーション・ネットワーク持ちえ、それが近代初期文化の生成に関与したという結論に至った。

研究成果の概要（英文）：This project focused on early modern theatre's functions of creating a public sphe
re and its influence on the modernization of the people and society of early modern England. Through liter
ary analysis of plays and historical materials, this project explored the early modern individual's consci
ousness of justice and rights, in other words, distinctive indices of modernity of people's mind, analyzin
g demonstrative behaviors such as charivari and other kinds of retaliatory actions such as blood revenge. 
In six papers, this research explained how the social medium of theatre promoted autonomy, self-awareness,
 and individualism in the minds of early-modern people. By examining the public and public spheres, this p
roject concluded that early modern audiences participated in communication networks, through which they ex
perienced a collective reception of performance and drama. This project found this phenomenon an important
 key to the nature of early modern culture.
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１．研究開始当初の背景 
(1) 当研究代表者は 1999 年より、シャリヴァ
リをモチーフとする演劇作品の研究を行な
ってきた。その過程を通じて「演劇と共同体」
という主題を、民俗学的・文化人類学的アプ
ローチおよび、アナール歴史学に影響を受け
た新歴史主義的ディスコースにおいて論じ
てきた。当該分野（文化史的演劇研究）にお
いては、1990 年代から 2000 年代にかけて、
「共同体」に関する学際的研究のトレンドと
して、ハーバマスの公共性理論やゴッフマン
のコミュニケーション理論が影響力を持つ
ようになり、応募者のアプローチも 2005 年
からその影響下にある。文化人類学的興味に
よる共同体理解は、ゴッフマンのコミュニケ
ーションと人間関係性についての理論と関
連しており、また、パブリック圏概念を歴史
的文脈に適用する場合、アナール派的なもし
くは、唯物史観的な歴史理解を前提とするこ
とが有効であるので、このようなトレンドの
推移は当然といえる。 
 
(2)近年の演劇研究分野の傾向として、こうし
た変遷を示す出版や研究成果発表が、特に欧
米のルネサンス研究関連の学会等で 2000 年
代以降目立ち、今後数年、この分野において
主要な趨勢の一つとなると見込まれる。例え
ば、Bronwen Wilson and Paul Yachnin 編著
の Making Publics in Early Modern Europe 
(2010)などは、そうした動向の顕著な一例で
ある。この研究書には、新歴史主義や文化人
類学的演劇研究の代表的研究者たちによる、
パブリック理論観点からの論文が収められ
ている。また、最近では Alison Findlay が、
ゴッフマン的なアプローチにより、儀式の演
劇的表現に、コミュニケーション行為の意義
を探る試みを行っている（2010 年 4 月
Renaissance Society of America 大会発表お
よび Shakespeare Survey 63, 2011 年 1 月）。 
 
(3) 文化人類学やアナール歴史学を援用した
文化史研究は、共同体というレベルから社会
に切り込む。この観点から演劇作品を考える
場合、共同体を構成する人や事物の交流・相
互作用や、近代初期的市民としての民衆のプ
ライベート次元あるいはパブリック次元の
生という問題に、いずれ必然的に行き当たる。
応募者による本研究も、一連の検証の結果、
パブリック圏という問題点に行き着いたも
のである 
 
２．研究の目的 
(1) 16-17 世紀イングランドにおいて、演劇は
パブリック圏創出の場となり、個人と集団の
関係性形成に影響を与え、社会のあり方を決
定する要因の一つとなった。そのメカニズム

の検証を本研究は長期目標としており、その
中の本研究機関にあたる 3年間の短期目標と
して、民衆儀礼シャリヴァリの演劇的表象の
分析を中心に、近代初期人が共同体と個人と
の関係性をどのように認識し、個人が共同体
の中でどのように振舞ったかを、演劇表象の
内容および枠組みにおいて検証することに
特化した。 
 
(2) また、演劇の集団的受容の際に生じるコ
ミュニケーション・ネットワークが、劇場を
パブリック圏となし、近代初期文化の生成に
関与したということを実証することを目的
とした。ハーバマスの言う 18 世紀のブルジ
ョワ・パブリック圏の概念を応用し、パブリ
ック圏の定義を 16・17 世紀のイングランド
に当てはめて、社会的階梯や経済的・政治
的・宗教的諸条件が束の間無効化され、条件
付で自由な個人が、自律的にパブリック・オ
ピニオン形成のフォーラムに参加する場、と
いう意味での、近代初期劇場の、とくにパブ
リックシアターの公共性を化粧することを
目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1) 方法としては、主に文献調査と論文執筆
が中心となった。ゴシップ、評判形成などの
コミュニケーション行為、あるいは復讐、互
酬、相互扶助といった社会的関係性にかかわ
る事柄を、劇作品および史料などの一次資料
から分析し、二次資料を検討あるいは援用し
て分析を進めた。 
 
(2) 懲罰儀礼シャリヴァリの動機・意識を考
えることが、シャリヴァリや復讐が演劇的モ
チーフとなりえたという文化的現象への新
たな理解につながるため、シャリヴァリに関
連する記録を分析して、論拠を得た。特に、
演劇作品やシャリヴァリに見られる互酬の
観念に注目した。 
 
(3) そのために、社会史、文化史分野の二次
資料に加え、一次資料となる史料を入手して
分析した。先行研究の引用文献から目星をつ
け、古文書館等に保管されている各種記録文
書にあたり、シャリヴァリに関連する史料を
探し、分析した。先行研究に部分的にのみ引
用されているものはその前後の文脈や全体
を実際に確認し活用した。先行研究において
紹介だけされていて、引用のないものは実物
を確認した。また、同じ記録の別の巻や同種
の別史料を渉猟するなどして、先行研究等で
まだ紹介されていない未知の有用な史料を
確保し、分析対象とした。大英図書館や国立
フランス図書館、サマセット歴史センター等
の機関に赴いて複写を獲得した。史料に関し



 

 

ては、先行研究が引用する情報に孫引き的に
依存するだけでは不十分であり、また錯誤に
陥る危険もあるため、史料の現物にあたって
その全容を把握した。 
 
４．研究成果 
 
(1) 2011 年度は、近代初期イングランド演劇
の場である劇場に、初期段階パブリック圏が
出現する諸条件を検証した。特に、16-17 世
紀の復讐劇に顕著な、権利や正義にかかわる
意識に注目し、社会と個人の関係性や個人の
自己認識の近代的形成の問題を扱った。イン
グランド社会の民衆が公衆になり始め、民衆
が公共的コミュニケーションのネットワー
クを持ち始めたきっかけは劇場という特殊
な公共空間にあり、演劇に、18 世紀以降のパ
ブリック圏につながる諸要因が備わってい
たと結論づけた。 
 
(2) 2012 年度は、近代初期イングランド演劇
において初期段階パブリック圏の概念がど
のような意味において、またどの程度、適用
可能かを検証した。復讐劇を取り上げ、権利
や正義の概念というモラルやルールの枠組
みからコミュニティや社会についての演劇
表象におけるイメージを探り、また、個人同
士の社会的関係性や自己認識のあり方を分
析した。さらに、観客のアマチュア出演や批
評などの能動的参加と、芝居の内容による作
用から、観客の内面に近代的自己認識が生じ
たプロセスを検証した。結果として、ハーバ
マスの言うような18世紀的パブリック圏は、
18 世紀に突如出現したものではなく、その萌
芽は 17 世紀の劇場に認めることができると
いう結論に至った。 
 
(3) 2013 年度には、16-17 世紀イングランド演
劇が、パブリック圏創出の場となり、近代的
個人の形成に影響を与え、社会の近代化の文
化的一因になった点を検証した。個人の集合
体である観客に集合的経験をもたらし、自律
的個人が参加できるコミュニケーション・ネ
ットワークを出現させた演劇という媒体が、
コミュニティにおける自己の存在の認識を
促進し、近代的個人の出現の一要因となった
という結論を導き出した。 
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